























































Relationships of autonomy with job satisfaction of care workers: 








































































































きた（e.g., Champoux, 1991; Hackman and Lawler, 






して，仕事適合理論（theory of work adjustment）


























































































































































































































































































項　目　内　容 因子１ 因子２ 因子３ 因子４
今の仕事によろこびを感じる .872 .108 -.060 .172
今の仕事にやりがいを感じる .848 .100 -.059 .180
今の仕事が好きである .804 .077 -.026 .180
現在の仕事に満足している .729 .181 -.140 .097
現在担当している職務以外に，組織外の人に誇れる技能・技術がある .185 .749 -.045 .144
プライベートを含めて，組織外で何らかの収入を得られる知識技能がある .043 .734 .024 .163
現在の職務および職務に関連する知識・技能のうち，組織外の人にも自信を
もって教えられる専門的な能力を持っている
.129 .668 -.005 .357
今の組織を離れても，他組織で現状，もしくはそれ以上の収入を得られる自信
がある
.115 .655 .069 .269
この組織でうまくやるためには，他人と同じやり方をするのが一番である -.067 .025 .794 -.007
あまり他人と違うことをやると，怒りをかうことがある .005 -.042 .734 .001
他人と違うやり方をすると，いろいろ問題になることが多い -.065 -.007 .720 -.029
この組織では，上層部からの命令に従えばよいとされている -.096 .052 .691 .066
上司の指示がなくても，私の判断で仕事を進めることができる .072 .233 .030 .738
こうすれば結果はこうなると，予想を立てながら仕事ができる .232 .160 .091 .680
仕事の手順や方法は，私の判断で変えることができる .120 .369 -.125 .678
自分の立てたプランやスケジュールどおりに仕事を進めることができる .255 .191 .008 .508
固　有　値 2.880 2.294 2.225 2.081
寄　与　率（％） 17.998 14.337 13.904 13.006




M SD 1 2 3 4
１．性別 .41 .49 -
２．年齢 39.25 10.06 -.04 -
３．勤続年数 5.35 4.42 .11 * .18 ** -
４．職務経験年数 8.54 5.81 .04 .28 ** .59 ** -
５．転職回数 2.31 2.03 -.05 .39 ** -.24 ** .02
６．資格ダミー .66 .47 .04 .08 .21 ** .23 **
７．学歴ダミー .64 .48 -.21 ** .11 .01 .06
８．組織形態ダミー .33 .47 -.08 .11 -.14 * -.14 *
９．組織従業員数 218.35 503.29 .01 .01 .06 .04
10．自律性 3.71 .90 .00 .01 .04 .09
11．能力 3.31 .99 .07 .06 -.04 .00
12．組織風土 4.06 .98 -.01 .08 -.02 .04
13．職務満足 3.56 1.14 -.08 .00 .07 .01
5 6 7 8 9 10 11 12 13
-
-.02 -
.14 ** .04 -
.14 * -.02 .02 -
.01 -.01 .06 -.03 -
-.05 .05 -.11 * -.04 .08 （.80）
.04 .03 -.11 * .04 .03 .53 ** （.83）
.21 ** .00 -.01 .04 -.02 -.01 .01 （.82）
-.11 * -.01 -.01 .04 .07 .38 ** .30 ** -.13 * （.90）




Model1 Model2 Mode3 Model4 Mode5 Model6
性別（男性＝1） -.089 -.076 -.087 -.080 -.076 -.081
年齢 .035 .028 .018 .028 .025 .030
勤続年数 .057 .076 .084 .075 .080 .083
職務経験年数 -.013 -.055 -.051 -.047 -.053 -.063
転職回数 -.120 -.100 -.105 -.110 -.074 -.077
資格（有＝1） -.020 -.036 -.038 -.048 -.037 -.029
学歴（大学卒・大学院修了以外＝1） -.024 .024 .031 .032 .020 .009
組織形態（通所＝1） .050 .058 .052 .046 .060 .057
組織従業員数 .073 .039 .041 .039 .037 .038
自律性 .381 *** .300 *** .304 *** .380 *** .385 ***
能力 .150 * .161 **
自律性 × 能力 .107 *
組織風土 -.113 * -.106 *
自律性 × 組織風土 -.109 *
R2 .031 .171 .187 .198 .183 .195
Adj-R2 .003 .144 .158 .167 .154 .163
△R2 .031 .140 .016 .011 .012 .011
F 値 1.113 6.340 *** 6.399 *** 6.277 *** 6.244 *** 6.149 ***
F for △R2 1.113 51.736 *** 5.961 * 4.203 * 4.546 *** 4.355 ***
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